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八潮市役所　☎048-996-2111 腹日時・期間　 複場所　 覆対象　 淵内容　 弗持ち物　 払定員　 沸費用　 仏申し込み　 物問い合わせ

おしらせＨＯＴコーナー　案内おしらせＨＯＴコーナー　案内

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

Ｈ
Ｏ
Ｔ

Ｈ
Ｏ
Ｔ
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー

市役所の電話
996-2111

FAX
995-7367

０１２０‒８４０‒２２５
防災行政無線で放送した
内容が聞き取れなかった
場合、再度聞き直せます
（定時放送を除く）。通話
料は無料です。

防災行政無線
テレホンサービス

会
議
の
開
催

●
第
２
回
八
潮
市
高
齢
者
保
健
福
祉
推
進

審
議
会
の
傍
聴

腹
８
月
１７
日
㈭　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

３０
分　

複
八
潮
メ
セ
ナ
集
会
室

淵
第
７
期
八
潮
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

・
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
な
ど
に
つ

い
て

払
１０
人
（
当
日
先
着
順
）

物
長
寿
介
護
課
☎
焚
４
４
７

●
八
潮
市
自
立
支
援
協
議
会
の
傍
聴

腹
８
月
２２
日
㈫　
午
後
７
時
～
８
時
３０
分

複
八
潮
メ
セ
ナ
会
議
室

淵
第
６
次
八
潮
市
障
が
い
者
行
動
計
画
・

第
５
期
八
潮
市
障
が
い
福
祉
計
画
の
策
定

に
つ
い
て

払
５
人
（
当
日
先
着
順
）

物
障
が
い
福
祉
課
☎
焚
４
５
３

●
第
１
回
八
潮
市
青
少
年
健
全
育
成
審
議

会
の
傍
聴

腹
８
月
２３
日
㈬　
午
後
２
時
～
４
時
（
受

付
＝
午
後
１
時
３０
分
～
２
時
）

複
教
育
委
員
会
会
議
室
（
市
役
所
別
館
）

淵
青
少
年
健
全
育
成
事
業
の
進
捗
状
況
な

ど
に
つ
い
て

払
１０
人
（
当
日
先
着
順
）

物
社
会
教
育
課
☎
焚
３
６
５

●
第
１
回
八
潮
市
市
街
化
調
整
区
域
ま
ち

づ
く
り
基
本
方
針
策
定
委
員
会
の
傍
聴

腹
８
月
２５
日
㈮　
午
前
１０
時
～
正
午

複
別
館
Ａ
会
議
室

に
、
通
学
予
定
校
で
実
施
し
ま
す
。

腹
▼
１０
月
１６
日
㈪
＝
八
條
小
学
校
・
八
條

北
小
学
校
▼
１０
月
１７
日
㈫
＝
潮
止
小
学
校

▼
１０
月
１９
日
㈭
＝
松
之
木
小
学
校
▼
１０
月

２０
日
㈮
＝
大
瀬
小
学
校
▼
１０
月
２３
日
㈪
＝

中
川
小
学
校
▼
１０
月
２４
日
㈫
＝
柳
之
宮
小

学
校
▼
１０
月
２５
日
㈬
＝
大
曽
根
小
学
校
▼

１０
月
２６
日
㈭
＝
大
原
小
学
校
▼
１０
月
２７
日

㈮
＝
八
幡
小
学
校

※
対
象
と
な
る
児
童
の
保
護
者
に
は
、
後

日
、
個
別
に
通
知
を
し
ま
す
。

※
病
気
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ

り
健
康
診
断
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
は
、
学
務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

物
学
務
課
☎
焚
３
６
６

浄
化
槽
補
助
金
制
度

覆
市
内
の
市
街
化
調
整
区
域
に
自
ら
居
住

し
て
い
る
既
存
専
用
住
宅
で
単
独
浄
化
槽

ま
た
は
汲
み
取
り
便
槽
を
合
併
浄
化
槽
に

転
換
す
る
方

※
法
人
と
建
築
物
の
新
築
、
別
棟
の
増
築

お
よ
び
改
築
で
確
認
申
請
を
要
す
る
場
合

は
対
象
外

補
助
限
度
額　
▼
５
人
槽
＝
６０
万
２
０
０

０
円
▼
７
人
槽
＝
６５
万
６
０
０
０
円
▼
１０

人
槽
＝
７４
万
６
０
０
０
円

※
予
算
枠
に
達
し
た
時
点
で
終
了
し
ま
す
。

仏
平
成
３０
年
２
月
２８
日
ま
で
に
、
環
境
リ

サ
イ
ク
ル
課
（
☎
焚
２
８
５
）
へ

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

資
格
認
定
共
通
試
験

腹
１１
月
２６
日
㈰

複
埼
玉
工
業
大
学
（
深
谷
市
）

覆
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
高
等
学
校
の
土
木
工
学
科
ま
た
は
こ
れ

に
相
当
す
る
課
程
を
修
了
し
て
卒
業
し
た

補
助
金
額　
①
新
築
分
譲
住
宅
取
得
＝
最

大
５０
万
円
②
中
古
住
宅
取
得
か
つ
リ
フ
ォ

ー
ム
＝
最
大
７０
万
円

募
集
期
間　
平
成
３０
年
３
月
１５
日
ま
で

物
県
住
宅
課
☎
０４８
・
８３０
・
５
５
６
３

建
築
物
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策

補
助
制
度

　
県
で
は
、
民
間
建
築
物
の
ア
ス
ベ
ス
ト

対
策
と
し
て
、
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
の
お
そ

れ
の
あ
る
吹
付
け
材
の
含
有
調
査
お
よ
び

ア
ス
ベ
ス
ト
の
除
去
な
ど
工
事
に
対
す
る

費
用
の
補
助
を
行
う
「
埼
玉
県
民
間
建
築

物
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
事
業
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
民
間
建
築
物
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
を
検

討
中
の
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

物
県
建
築
安
全
課
☎
０４８
・
８３０
・
５
５
２
７

多
数
の
者
が
利
用
す
る
建
物
の

耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
に
関
す

る
補
助
制
度

　
県
で
は
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前
に
建

築
確
認
を
受
け
て
建
築
さ
れ
た
建
築
物
の

う
ち
、
診
療
所
や
店
舗
、
福
祉
施
設
な
ど

淵
委
嘱
、
市
街
化
調
整
区
域
ま
ち
づ
く
り

基
本
方
針
の
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
市
民

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
な
ど

払
１０
人
（
当
日
先
着
順
）　

物
都
市
計
画
課
☎
焚
３
６
８

※
傍
聴
は
委
嘱
終
了
後
か
ら
と
な
り
ま
す
。

●
第
３
回
八
潮
市
庁
舎
建
設
基
本
構
想
策

定
審
議
会
の
傍
聴

腹
８
月
２８
日
㈪　
午
前
９
時
３０
分
～
１１
時

３０
分

複
議
会
委
員
会
室

淵
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
実
施
結
果
な
ど

払
１０
人
（
当
日
先
着
順
）

物
財
政
課
☎
焚
８
４
５

●
第
１
回
八
潮
市
男
女
共
同
参
画
審
議
会

の
傍
聴

腹
９
月
１２
日
㈫　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

複
八
潮
メ
セ
ナ
特
別
会
議
室
Ｂ

淵
第
４
次
八
潮
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

に
関
す
る
施
策
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

払
３
人
（
申
込
順
）

仏
９
月
１１
日
ま
で
に
、
電
話
で
人
権
・
男

女
共
同
参
画
課
（
☎
焚
８
１
１
）
へ

文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・
エ
イ
ト

ア
リ
ー
ナ
の
臨
時
休
館

　
八
潮
市
長
選
挙
お
よ
び
八
潮
市
議
会
議

員
一
般
選
挙
の
投
開
票
所
と
な
る
た
め
、

休
館
し
ま
す
。

腹
９
月
２
日
㈯
・
３
日
㈰

※
９
月
２
日
は
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

の
窓
口
業
務
の
み
行
い
ま
す
。

物
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
☎
９９６
・
５
１

２
６就

学
時
健
康
診
断
の
お
知
ら
せ

　
平
成
３０
年
度
新
小
学
校
１
年
生
を
対
象

淵
今
後
の
生
活
設
計
と
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ

ン講
師　
深ふ

か

谷や

敏と
し

夫お

さ
ん

払
①
５０
人
②
６
人
（
い
ず
れ
も
申
込
順
）

沸
無
料

仏
電
話
で
埼
玉
県
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
セ

ン
タ
ー
（
☎
０４８
・
７８０
・
２
０
３
４
、
受
付

＝
月
～
金
曜
日　

午
前
９
時
～
午
後
５

時
）
へ

多
子
世
帯
向
け
住
宅
取
得
・

リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金

覆
①
新
築
住
宅
取
得
＝
▼
敷
地
面
積
１１０
平

方
メ
ー
ト
ル
以
上
か
つ
床
面
積
１００
平
方
メ

ー
ト
ル
以
上
の
戸
建
住
宅
▼
床
面
積
８０
平

方
メ
ー
ト
ル
以
上
ま
た
は
間
取
り
が
４
Ｌ

Ｄ
Ｋ
以
上
の
マ
ン
シ
ョ
ン

②
中
古
住
宅
取
得
お
よ
び
リ
フ
ォ
ー
ム
＝

▼
床
面
積
１００
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
戸
建

住
宅
▼
床
面
積
８０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の

マ
ン
シ
ョ
ン

①
②
共
通
＝
▼
１８
歳
未
満
の
子
が
３
人
以

上
の
世
帯
ま
た
は
１８
歳
未
満
の
子
が
２
人

で
３
人
目
を
希
望
す
る
夫
婦
が
と
も
に
４０

歳
未
満
の
世
帯

方
②
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
方
で
、
排
水

設
備
工
事
な
ど
の
設
計
ま
た
は
施
工
に
関

し
、
１
年
以
上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
方

③
排
水
設
備
工
事
な
ど
の
設
計
ま
た
は
施

工
に
関
し
、
２
年
以
上
の
実
務
経
験
を
有

す
る
方
④
①
～
③
に
準
ず
る
方

沸
１
万
円
（
受
験
料
）

仏
８
月
２１
日
～
９
月
２９
日
（
必
着
）

※
詳
し
く
は
、
受
験
案
内
（
８
月
２１
日
か

ら
下
水
道
課
で
配
布
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

物
下
水
道
課
☎
焚
２
６
２

パ
パ
・
マ
マ
応
援
シ
ョ
ッ
プ
優
待

カ
ー
ド
の
利
用
対
象
世
帯
の
拡
大

　
利
用
対
象
世
帯
が
こ
れ
ま
で
の
「
中
学

校
修
了
ま
で
の
子
が
い
る
世
帯
」
か
ら
次

の
と
お
り
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

覆
市
内
在
住
で
18
歳
に
達
し
て
最
初
の
３

月
３１
日
を
迎
え
る
ま
で
の
子
が
い
る
家
庭

ま
た
は
市
内
在
住
で
妊
娠
中
の
方

新
対
象
者
へ
の
配
布
方
法　
▼
県
内
に
在

学
の
方
＝
学
校
を
通
じ
て
配
布
▼
県
外
に

在
学
の
方
＝
子
育
て
支
援
課
窓
口
で
配
布

※
現
在
お
持
ち
の
カ
ー
ド
は
、
平
成
３１
年

３
月
末
ま
で
、
ご
利
用
で
き
ま
す
。
新
し

い
カ
ー
ド
へ
切
り
替
え
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

物
子
育
て
支
援
課
☎
焚
８
３
９

シ
ニ
ア
向
け
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
・

個
別
就
職
相
談
会

腹
９
月
２８
日
㈭　
①
セ
ミ
ナ
ー
＝
午
前
１０

時
～
正
午
（
受
付
＝
午
前
９
時
３０
分
～
）、

②
個
別
就
職
相
談
会
＝
正
午
～
午
後
１
時

（
１
回
３０
分
×
２
回
）

複
越
谷
市
産
業
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
会
議

室
（
越
谷
市
東
越
谷
１
―
５
―
６
）

覆
原
則
６０
歳
以
上

の
多
数
の
者
が
利
用
す
る
建
物
で
一
定
規

模
以
上
の
建
築
物
や
、
災
害
時
に
救
命
活

動
や
物
資
の
輸
送
を
行
う
た
め
の
道
路
を

塞
い
で
し
ま
う
お
そ
れ
の
あ
る
建
築
物
に

対
し
て
、
耐
震
診
断
、
耐
震
補
強
設
計
お

よ
び
耐
震
改
修
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し

て
い
ま
す
。

物
県
建
築
安
全
課
☎
０４８
・
８３０
・
５
５
２
７

全
国
一
斉「
高
齢
者
・
障
害
者
の

人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間

　
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
と
埼
玉
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
は
、
高
齢
者
や
障
が
い

者
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
解

決
を
図
る
た
め
、「
高
齢
者
・
障
害
者
の

人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間
を
設
定

し
、
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

腹
９
月
４
日
㈪
～
１０
日
㈰　
午
前
８
時
３０

分
～
午
後
７
時
（
９
月
９
日
・
１０
日
は
午

前
１０
時
～
午
後
５
時
）

淵
電
話
相
談　
☎
０
５
７
０
・
００３
・
１１０

相
談
担
当
者　
法
務
局
職
員
、
人
権
擁
護

委
員
※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

物
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
☎

０４８
・
８５９
・
３
５
０
７

案
内
案
内

　インターネットには、ウェブサイトの掲示板やＳＮＳ　（ソー
シャル・ネットワーキング・サービス）など、コミュニケーショ
ンの輪を広げる便利な機能があります。こうした機能は、パソコ
ンや携帯電話などを通じて簡単に利用できるようになり、日常生
活の中で身近なものとなりました。
　一方で、情報を匿名で発信できるため、心ない書き込みから人
権侵害につながる問題が数多く発生しています。その事例として、
特定の子どもに対する個人情報や、悪口、嫌がらせなどを書き込
む「ネットいじめ」が挙げられます。
　直接的ないじめとは異なり、「ネットいじめ」では、個人情報
などが本人の知らないところで不特定多数の人たちの目にさらさ
れるため、突然周りとの人間関係がおかしくなってしまい、不登
校や引きこもりとなることが少なくありません。中には思い悩ん
だ末に自殺に至った例もあります。
　このように、インターネットは、人権侵害の手段として誰もが
簡単に加害者にも被害者にもなるという危うい一面があります。
一度掲示板などに書き込むと、発信者の意図にかかわらず、その
内容は瞬く間に広まり、完全に消すことは容易ではありません。
インターネットの特性を踏まえたうえで、人権について理解を深
め、利用者がルールとモラルを守り、責任をもって行動すること
が大切ではないでしょうか。
　埼玉県では、「すべての県民がお互いの人権を尊重しながら共
に生きる社会」の実現に向けて、「人権尊重社会をめざす県民運動」
を展開しています。

インターネットと人権
人 権 そ れ は 愛

物人権・男女共同参画課☎焚８１１、社会教育課☎焚３６５

８月は「人権尊重社会をめざす県民運動強調月間」です。


